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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,56 46,09 +0,53 45,49 +0,60

USD / BRL Spot BRL 2,2436 2,2235 -0,0201 2,2612 -0,0377

USD / JPY Spot JPY 102,16 102,49 +0,33 102,83 -0,34

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.399 51.384 -15 49.768 +1.616

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 156,0 154,7 -1,3 166,7 -12,0

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,28 12,30 +0,02 12,58 -0,28

DI Future Jul15（金利先物） % 11,52 11,52 +0,00 11,68 -0,16

3 Months US Dollar Libor % 0,227 0,225 -0,002 0,233 -0,008

CRB Index（国際商品指数） Index 310,7 309,8 -0,9 305,2 +4,6

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 4月25日

昨日のドルレアルスポット相場はルセフ大統領の支持率低下観測からレアル高に戻す展開でした。
朝方は週次サーベイで今年末のインフレ見通しと成長率見通しが若干改善したため、先週末比レアル高の
２．２３台前半から始まりました。その後一時的に２．２４台へ反発する局面もありましたが、翌日発表の世論
調査で再びルセフ大統領の支持率が低下するとの見通しからレアル買い優勢地合いに転じ、２．２３を割り
込みました。午後もレアル高の動きは継続し、結局２．２２台前半で引けています。

マンテガ財務相は昨日の講演で今年のブラジル経済は２．３％から２．５％程度成長する見通しであり、
消費者信用の制限が取り除かれたら３％以上の成長も可能であると述べました。厳しい財政状態が続いて
いるため消費財に対する減税は計画していないとも述べており、信用の伸びが消費を喚起してくれることを
願っているようです。政府の成長見通しが民間より高めに出るのは従来からのことなのであまりサプライズは
ありませんが、選挙を前にして成長への即効性が期待できる消費喚起を重視しているのでしょう。ここからは
構造改革によって投資主導型の経済成長モデルを重視する方針は見ることができません。ルセフ大統領の
支持率低下がレアル高・株高・債券高への反応となり易い地合いは続くでしょう。
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